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2007年7月1日制定
首都大学東京 『人文学報(社会人類学分野)』投稿規定
(1)本誌には、論文のほか、年度ごとの卒論 ・修論 ・博論一覧表を載せるものとする。また本誌編集会
議の合議により、上記以外の特集や記録なども載せることができる。
(2)本誌には、社会人類学研究室教員等(専任教員、助教、非常勤講師、特約研究員)が、論文を日本
語または英語で執筆することができる。
(3)本誌には、首都大学東京大学院社会人類学分野在籍者(博士前期課程・博士後期課程)、東京都立
大学大学院社会人類学専攻在籍者(修士課程 ・博士課程)、および本研究室に籍を置く日本学術振
興会特別研究員が、論文を日本語または英語で投稿することができる。
(3)-1上記有資格者が投稿しようとする論文は、指導教員および社会人類学研究室教員の最低2名
による査読 ・評価を経て推薦を得ねばならない。
(3)-2上記在籍者の投稿論文の採否は、社会人類学研究室専任教員が構成する本誌編集会議の議を
経て決定する。
(4)投稿論文は未刊行のものに限る。
(5)本誌投稿規定および執筆要領の改廃は社会人類学教室会議の合議により行う。
***********************************
2007年7月1日制 定
首都大学東京 『人文学報(社会人類学分野)』執筆要領
(1)投稿 論文は、400字詰め原稿用紙 に換算 して50枚(2万 字)を 、英文 の場合は8,000ワードを限度
とす る。写真 ・図表 も字数 に含 める もの とする。
(2)書式 は日本文化人類学会機 関誌 『文化 人類 学』 の規定 に準ずる もの とす る。ただ し縦書 きを認め る
もの とす る。'
(3)原稿の募集 は原則 として毎年7月 初旬 と し、原稿提 出期 限は原則 として毎年1月 末 とするが、原稿
募集の際、年度 ごとに通知す る。
(4)投稿す る者 は、指定 された期 日までに、原稿 をプリン トアウ トしたハー ドコピー(1部)お よびそ
の電子デー タを、社会人類学分野事務室 に提 出しなければな らない。電子デー タは文書作 成ソフ ト
のWindowsMicrosoftWordにて作成する。
90
2010年度社会人類学研究室 卒業論文 ・修士論文 ・博士論文一覧
卒業論文(首都大学東京人文 ・社会系社会学コース社会人類学分野)
氏名 論 文タイ トル 指導教員
岩堀 翔 「韓国へのまなざし」一 日本国民世論と菅談話との乖離が生み出す危険性 綾部
大島寛子 武道 とナシ ョナ リズムーITFテ コン ドーにみる"恨(ハ ン)"の後景化 綾部
布施祐基 男 らしさの系 譜一一 「鎧」か ら 「舞台衣装」へ 綾部
室 千晶 「小顔志 向」の蓋然性 をめ ぐる人類学一 雑誌 『non・no』における小顔特 集を事例 として, 綾部
海野菜子 現代の民俗芸能の継承一 川野の車人形を中心として 高桑
小谷野康広 多摩ニュー タウ ンの まちの発展過程一 人工都市の問い直 し 高桑
仙庭麗実 文学作品は民俗学研究における資料として有効か一 『枯木灘』と熊野. 高桑
黒田 梢 日本人と月一 月見伝統を中心に 何
田巻由梨子 緑茶と日本人一 なぜ日本は 〈お茶の国〉であり続けるのか 何
吉澤真紀子 花見と日本人一 花見は日本独自のものなのだろうか 何
福田愛弓 古代～南北朝における 「鬼」の変遷 と説話の中の 「鬼」 と 「鬼女」 伊藤
前橋由季子 十九夜講一 その変遷と現代における機能 伊藤
伊藤絵梨奈 聴文化の中の手話一 携帯電話、パ ソコンはろう者 に何 をもたら したか 石田
森田雄介
パ トロ ン ・クライアン ト関係 というス トラテ ジー一 ル ワンダにおける虐殺
への動員のメ カニズムに関する一考察 石田
江川 駿 領土問題に対する意識とその形成の場としての社会科教育 鄭
修士論文(首都大学東京大学院人文科学研究科社会行動学専攻社会人類学分野)
氏名 論文 タイ トル 主査
杉田研人 中国西南地区における香格里拉の言説分析一 「景観」と 「空間」の人類学的研究 何
中川摩耶 沖縄の商店街とその変遷一 沖縄県那覇市国際通り 高桑
博士論文(東京都立大学大学院社会科学研究科社会人類学専攻)
氏名 論文 タイ トル 主査
伊藤敦規 米国南西部先住民の知的財産問題をめぐる文化人類学的研究一 アート商品と博物館資料に関する知識 ・情報の国際的協働管理にむけて
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